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日
本
最
古
の
植
物
学
研
究
施
設
、
小
石
川
植
物
園
（
東
京
都
文

京
区
）
が
、
本
年
度
始
ま
っ
た
塀
改
修
と
区
道
拡
張
の
た
め
、
一

部
縮
小
さ
れ
る
。
植
物
園
の
敷
地
は
江
戸
時
代
の
前
身
か
ら
ほ
ぼ

同
じ
で
、
明
治
時
代
以
降
は
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
周
辺
住
民

か
ら
は
道
路
が
広
く
な
る
と
歓
迎
の
声
が
上
が
る
が
、
「
植
物
園

の
形
そ
の
も
の
が
歴
史
的
遺
産
。
安
易
に
削
っ
て
い
い
の
か
」
と

疑
問
の
声
も
聞
か
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
圭
子
）

隣
接
の
区
道
拡
張
へ

約
十
六
万
平
方
㍍
の
園

内
に
は
、
約
四
千
種
の
植

物
が
研
究
対
象
と
し
て
育

て
ら
れ
て
い
る
。
昨
夏
、

悪
臭
を
発
す
る
巨
大
な
花

「
シ
ョ
ク
ダ
イ
オ
オ
コ
ン

ニ
ャ
ク
」
の
開
花
が
話
題

と
な
っ
た
。

北
西
と
南
東
に
伸
び
る

長
方
形
の
敷
地
。
東
大
埋

蔵
文
化
財
調
査
室
の
資
料

に
よ
る
と
、
前
身
で
〓
ハ

八
四
年
開
園
の
「
小
石
川

御
薬
園
」
か
ら
そ
の
形
状

は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い

な
い
。
「
明
治
維
新
以
降

は
同
じ
」
と
前
園
長
の
邑

田
仁
東
大
教
授
は
言
う
。

そ
の
敷
地
の
一
部
を
削

る
き
っ
か
け
は
、
同
園
の

塀
。
戦
後
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
に
な
っ
て
六
十
年
以

上
が
経
過
。
数
年
前
か
ら

「
老
朽
化
し
不
安
。
見
た

目
も
汚
い
」
と
苦
情
が
近

隣
住
民
か
ら
出
て
い
た
が

「
所
有
者
は
東
大
」
　
（
区

道
路
課
）
、
「
資
金
が
な

い
」
　
（
東
大
施
設
企
画

課
）
と
話
は
進
ま
な
か
っ

た。
区
は
一
昨
年
、
緑
豊
か

な
街
づ
く
り
の
た
め
の
事

業
と
し
て
、
園
の
交
付
金

を
得
て
、
総
額
約
五
億
円

で
塀
と
歩
道
を
整
備
す
る

こ
と
を
提
案
。
対
価
と
し

て
東
大
は
、
植
物
園
の
一

部
を
区
道
用
地
と
し
て
区

に
無
償
で
永
久
貸
与
す
る

こ
と
で
合
意
。
同
年
十
二

月
、
協
定
を
結
ん
だ
。

そ
の
後
、
南
東
側
と
南

西
側
の
敷
地
を
平
均
幅
一

・
五
㍍
（
最
大
幅
二
・
九

㍍
）
で
全
長
八
百
九
十
㍍

に
わ
た
り
、
千
二
百
平
方

㍍
を
区
に
貸
与
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。

工
事
は
五
力
年
計
画
。

三
年
で
塀
を
フ
ェ
ン
ス
に

変
え
た
後
、
二
年
で
区
道

の
歩
道
を
拡
幅
す
る
。

同
園
西
側
の
町
会
「
白

q
園
小
節
鯛

は
「
東
大
院
理

学
系
研
究
科
附
属
植
物

園
」
。
1
6
8
4
（
貞
宇

元
）
年
、
将
軍
に
な
る
前

の
徳
川
綱
吉
が
住
ん
で
い

た
白
山
御
殿
の
跡
地
に
幕

府
が
造
っ
た
薬
草
園
「
小

石
川
御
薬
園
」
が
前
身
。

1
8
7
7
年
の
東
大
設
立

と
と
も
に
附
属
植
物
園
と

な
っ
た
。
植
物
標
本
1
7

0
万
点
を
所
蔵
、
特
に
棄

ア
ジ
ア
の
植
物
研
究
で
は

世
界
的
セ
ン
タ
ー
と
し
て

機
能
す
る
。
変
化
に
富
ん

だ
地
形
を
利
用
し
て
多
様

な
植
物
を
配
置
。
有
料
で

一
般
開
放
し
て
い
る
。

山
御
殿
酎
睦
会
」
の
畠
川

健
治
会
長
は
「
今
の
塀
は

見
た
目
も
悪
い
し
倒
れ
た

ら
危
な
い
。
中
が
見
え
る

フ
ェ
ン
ス
に
変
わ
る
の
は

う
れ
し
い
。
歩
き
や
す
く

も
な
る
」
と
喜
ぶ
。

工
事
で
は
、
植
物
園
の

樹
木
七
十
一
本
が
伐
採
さ

れ
る
。
ほ
か
に
四
十
七
本

は
植
物
圏
内
に
移
植
さ

れ
、
百
十
七
本
が
枝
切
り

さ
れ
る
。
同
園
で
植
物
の

世
話
を
担
当
す
る
樹
木
園

主
任
の
山
口
正
さ
ん
は

謂
鴫
郎
「
形
も
歴
史
的
遺
産
」

「
自
然
に
生
え
た
雑
草
も

大
切
な
研
究
対
象
。
一
度

失
う
と
戻
ら
な
い
。
現
場

の
声
を
聞
い
て
ほ
し
か
っ

た
」
と
指
摘
す
る
。

市
民
団
体
「
小
石
川
植

物
園
を
守
る
会
」
は
工
事

中
止
を
求
め
て
、
来
園
者

ら
約
二
千
人
の
署
名
を
集

め
て
お
り
、
近
く
東
大
と

区
に
直
訴
す
る
。
同
園
東

側
に
住
む
同
会
の
稲
葉
信

子
さ
ん
（
五
七
）
は
「
敷
地
そ

の
も
の
が
歴
史
的
遺
産
な

の
に
削
る
と
ば
。
区
は
緑

を
豊
か
に
と
い
う
名
目

で
、
緑
を
削
ろ
う
と
も
し

て
お
り
、
お
か
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。


